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議題３ 交通安全対策の取り組みについて 
（２）高齢者への交通安全教育の令和４年度実施状況について 

〇川口市 
【交通安全教室】 
回数 ３回（うち２回は警察署と合同） 

 参加人数 ４４人 
 申し込み方法 高齢者施設からの要請 
 実施内容 講話 

【啓発事業】 
・交通安全かわら版の掲示 
年４回、季節ごとの交通安全運動期間に、公民館や高齢者が利用する施設等を含め、

市内公共施設１１２箇所に「交通安全かわら版」を掲示し、交通安全の意識の高揚を

図っている。 

〇川口警察署 
【交通安全教室】 
 回数 ３８回 
 参加人数 ２，０６９人 
 申し込み方法 高齢者施設からの要請及び警察署からの声かけ 
 実施内容 ２０分程度の講話 
       県内の事故状況（高齢者の関係する事故） 
       事故にあわない対策（反射材の活用等について） 

〇武南警察署 
【交通安全教室】 
回数 ５０回 

 参加人数 １，９８２人 
 申し込み方法 高齢者施設からの要請 
 実施内容 交通安全講話 
      高齢者自転車講習 

【啓発事業】 
・高齢者施設訪問 ・高齢者の集い訪問 ・戸別訪問 
・暁作戦（ラジオ体操をしている公園に訪れ、講話と反射タスキを配付） 
・川口薬剤師会協力のもと、薬局に訪れた高齢者にチラシ・啓発品を配付 
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別紙１ 掲示依頼先一覧  

掲示先  
掲示物及び掲示枚数  

かわら版  親子だより  

本庁舎（掲示板）   １枚   

第２庁舎（掲示板）   １枚   

鳩ヶ谷庁舎（掲示板）   １枚   

教育庁舎（掲示板）   １枚   

支所  

（新郷、神根、芝、安行、戸塚、鳩ヶ谷、駅前行政センター） 

各１枚（計 7 枚）   

駅連絡室（西川口、蕨、鳩ヶ谷）  各 1 枚（計３枚）   

鳩ヶ谷コミュニティセンター   １枚   

ふれあいプラザさくら   １枚   

児童センター（南平、芝、戸塚）   各１枚（計３枚）  

鳩ヶ谷こども館    １枚  

子育て関連施設   各１枚（計５枚）  

戸塚環境センター（厚生会館に掲示）  １枚   

リサイクルプラザ  １枚   

緑化センター  １枚   

シルバー人材センター  １枚   

医療センター  ３枚   ３枚  

地域保健センター（分室、ステーション含む） 各１枚（計９枚）  各１枚（計９枚）  

図書館  各１枚（計６枚）  各１枚（計６枚）  

科学館   １枚   

アートギャラリー・アトリア   １枚   

文化財センター（郷土資料館含む）  各１枚（計２枚）   

スポーツセンター等（体育施設）  各１枚（計１１枚）  

かわぐち市民パートナステーション  １枚   

市立幼稚園   各１枚（計２枚）  

私立幼稚園   各 1 枚（計 40 枚） 

保育所   各１枚（計１２７枚） 

公民館 ※西川口公民館が工事中のため－１して３４枚  

（掲示依頼期間が決まっているため別で決裁をあげております。）  

各１枚（計３４枚）  

交通安全協会  各１枚（計２枚）   

社会福祉協議会（やすらぎ会館）  １枚   

社会福祉事業団  
サンテピア、福祉センター（３箇所）、たたら荘（９箇所）、 

やすらぎの家（２箇所）、れんげ荘（６箇所）  

２１枚   

                   計  １１２枚  １９6 枚  

Ｒ５夏
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交通安全かわら版

第９５号（令和５年春号）
川口市マスコット「きゅぽらん」

交
通
安
全

停止線の手前で確実に停止した後、交差

点内を確認できる位置まで徐行して、再度

停止し、左右の安全確認をします。

交差点付近を通行する他の車両や歩行者

への注意喚起にもつながります。

急いで右折しようとすると、対向車の速

度を見誤ったり、脇を走行するバイク・自

転車や、横断歩道上の歩行者等を見落とし

やすくなります。

特に左折時は、横断歩道上の歩行者や、

自転車等を巻き込まないよう注意しましょ

う。

飲酒運転は禁止

◆発行：川口市交通安全対策課◆ ＴＥＬ：048-258-1224

①

②

止まっている車のすぐ前後から横断

すると、車が視界を遮り、左右の安全

確認ができないだけでなく、車のドラ

イバーからも横断中の歩行者が見えな

いため、とても危険です。

近くに横断歩道がある場所では、道路を渡るときは横断歩道を

渡りましょう。

また、斜め横断は、道路上にいる時間が長くなるので危険です。

夕暮れ時や夜間になると視界が悪くなり、

重大事故が発生しやすくなります。

ドライバーに自分の存在にいち早く気付いてもらうため、

反射材を腕や脚、バッグなどに付けましょう。

ことが、命を守ることに繋がります。 9



自 転 車 乗 車 用 ヘ ル メ ッ ト の 着 用

交通安全かわら版
第９６号（令和５年夏号）

川口市マスコット「きゅぽらん」

交
通
安
全

◆発行：川口市交通安対策課◆ ＴＥＬ：048-258-1224

夏の交通事故防止運動

万が一の交通事故のときに、致命傷

となる頭部への被害を軽減できるの

は、自転車乗車用ヘルメットです。

必ず着用するようにしましょう！

歩道は歩行者が優先です。自転車で歩道を

通行する時は、歩行者がいる場合は、徐行や

押し歩きをするなど、思いやりのある運転を

心掛けましょう。

歩 道 は、 歩 行 者 が 優 先！

交差点を横断中に車両と衝突す

る事故が起きています。

青信号でも左右の安全をしっか

りと確認し、横断をしましょう。

また、青信号の点滅が始まった

ときは、無理な横断はしないで、

次の青信号まで待ちましょう。

右左折してくる車に目配りしましょう

車には「死角」があります。

横断歩道を渡っている歩行者は、右

折や左折をする車のドライバーから見

落とされやすいです。

交通事故に巻き込まれないために、

以下のことに気を付けましょう。

・車とは安全な距離を保つ。

・交差点では車が通りすぎるのを待つ。

前
方

後
方

車の死角

青 信 号 で も 要 注 意
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交通安全かわら版
第93号（令和４年秋号）

（H）早めのライト

ハイビームを活用しましょう

ハイビームなら
遠くまで見える！

約１００ｍ

遠くまで
見えない！

約４０ｍ

（H）反射材着用 （H）歩行者保護

横断歩道の
道路標識

このマークの先
には、信号機の
ない横断歩道が
あります！

川口市マスコット「きゅぽらん」

夕暮れ時や夜間は、車のライトが点

いていても、運転者から歩行者が見

えていないこともあります。運転者

に自分の存在を早く気付いてもらう

ため、反射材を身に着けましょう！

着用していない歩行者よりも２倍以

上手前で発見できると言われていま

す。また、明るい色（白や黄色）の

服を着ることも効果的です。

交通事故は、夕暮れ時から夜間の時

間帯に多く発生しています。歩行者

を視認しやすくするため、日の入り

が早まる秋から冬にかけては、早め

のライト点灯を心がけ、交通事故を

防止しましょう！

９月１日から９月３０日にかけて、日の入

りは約４０分も早くなるきゅぽ。

道路を横断する歩行者を早期に発見

するため、先行車や対向車がいない

ときには、ハイビームを活用しま

しょう！

反射材の例

◆発行：川口市交通安全対策課◆ ＴＥＬ：048-258-1224

横断歩道・歩道は歩行者が優先です。

自動車・自転車は、横断歩道を渡ろう

としている歩行者の通行を妨げないよ

うに、一時停止をしなければなりませ

ん。

自転車で歩道を通行時、歩行者がいる

場合には、一時停止や徐行をしましょ

う。

「早めのライト、反射材着用、
歩行車保護」の３つの頭文字
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交通安全かわら版

第９４号（令和４年冬号）
川口市マスコット「きゅぽらん」

交
通
安
全

→歩行者も自転車も、見通しの悪い交差

点では、安全確認を徹底しましょう。

→曲がってくる車やバイクに注意し、安

全を確認しましょう。

→自転車は車の仲間（軽車両）なので、

車道の左側端に寄って、通行しなければ

なりません。（※「７０歳以上の人」や「車道通行が危

険な場合」は、例外として歩道を通行することができます。）

〇飲酒時には運転に必要な情報処理能力、

注意力、判断力などが低下している状態に

なります。

例・速度超過などの危険運転。

・車間距離を誤る。

・ブレーキを踏むのが遅くなる。

〇夜遅くまで飲酒した場合、翌朝には体内

にアルコールが残っている可能性がありま

すので

・自転車は車の仲間（軽車両）です。

お酒を飲んだら運転してはいけません。

飲酒運転を「絶対にしない・させない」
環境づくりが大切きゅぽ！

引用：警察庁HP みんなで守る「飲酒運転を絶対にしない、させない」 ◆発行：川口市交通安全対策課◆ ＴＥＬ：048-258-1224

歩道は歩行者が優先です。歩行者がいる場合は、
一時停止や徐行をするきゅぽ。
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